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新
元
号
「令
和
」初
の
定
時
総
会 

 

５
月
２
５
日
（
土
）
開
催 

成
美
教
育
文
化
会
館
３
階 

母
校
・
明
治
の
発
展
を
願
う 

校
友
の
皆
様
方
の
ご
参
加
を
・
・
・
・ 

「明
治
は
一
つ
」 

東
久
留
米
地
域
支
部
長 

 
 

義
江
邦
夫 

明
治
大
学
校
友
会

東
久
留
米
地
域
支
部

会
員
の
皆
様
に
は
平

素
、
校
友
会
活
動
に
ご

協
力
い
た
だ
き
厚
く

御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。 

平
成
に
代
わ
る
新
元
号
「
令
和
」
の
記
念

す
べ
き
５
月
に
定
時
総
会
・
懇
親
会
を
開
催

い
た
し
ま
す
の
で
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

最
近
の
母
校
明
治
大
学
は
学
生
の
主
体

的
学
び
を
育
み
未
来
開
拓
力
に
優
れ
た
人

材
を
育
成
す
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
大
学
改

革
と
国
際
化
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
新
時
代

を
先
取
り
し
た
教
育
体
制
が
受
験
生
や
一

般
社
会
に
評
価
さ
れ
、
今
年
の
受
験
者
数
も

１
１
万
人
を
超
え
３
年
連
続
で
１
１
万
人

台
を
記
録
し
て
い
ま
す
。
こ
の
大
変
な
母
校

の
人
気
に
我
ら
校
友
も
「
明
治
は
一
つ
」
の

精
神
で
明
治
大
学
発
展
の
礎
に
な
り
た
い

も
の
と
考
え
る
と
こ
ろ
で
す
。 

東
久
留
米
地
域
支
部
は
平
成
二
十
三
年

設
立
以
来
、
九
年
目
を
迎
え
ま
す
が
「
母
校

へ
の
協
賛
」「
校
友
同
志
の
親
睦
」「
地
域
へ

の
貢
献
」
を
テ
ー
マ
に
明
大
サ
ポ
ー
ト
募

金
・
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
・
散
策
の
会
・
女
子

会
・
親
睦
ゴ
ル
フ
・
大
学
ス
ポ
ー
ツ
の
応
援
・

地
元
校
友
落
語
家
の
後
援
・
俳
句
同
好
会
・

親
睦
新
年
会
な
ど
年
間
を
通
じ
て
多
彩
な

行
事
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

し
か
し
残
念
な
こ
と
に
校
友
の
参
加
者

は
固
定
化
し
、
定
時
総
会
の
出
席
者
も
案
内

状
の
一
割
に
と
ど
ま

り
、
当
地
域
支
部
の
校

友
会
活
動
に
多
く
の

方
に
参
加
い
た
だ
く

よ
う
知
人
を
介
し
て

の
呼
び
か
け
、
会
報
な

ど
を
通
し
て
の
情
報

の
提
供
を
続
け
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。
市

内
に
住
み
同
じ
大
学

で
学
ん
だ
仲
間
と
の

出
会
い
と
親
睦
は
世

代
層
を
超
え
た
確
か

な
絆
が
生
ま
れ
ま
す
。 

来
る
５
月
２
５
日

の
定
時
総
会
へ
是
非
ご
出
席
い
た
だ
き
、

「
校
友
と
話
し
合
え
て
楽
し
か
っ
た
」
「
久

し
ぶ
り
に
明
治
の
校
歌
を
歌
え
た
」・
・
な
ど

感
動
を
味
わ
っ
て
見
て
く
だ
さ
い
。
心
よ
り

ご
出
席
を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

令
和
元
年
度
東
久
留
米
地
域
支
部 

定
時
総
会
・懇
親
会
の
ご
案
内 

日
時 

五
月
二
十
五
日
（
土
）
午
後
一
時
受

付 

午
後
一
時
半
よ
り
四
時
半
ま
で 

場
所 

成
美
教
育
文
化
会
館
三
階
大
研
修
室 

東
久
留
米
市
東
本
町
８
の
１
４ 

☎
０
４
２
・
４
７
１
・
６
６
０
０ 

① 

総
会
次
第
（
午
後
一
時
半
か
ら
二
時

半
） 

・
開
会
の
辞
・
支
部
長
挨
拶
・
来
賓
紹
介 

・
議
長
選
出 

「
議
事
」
報
告
事
項
・
３
０

年
度
事
業
報
告
・
審
議
事
項
・
３
０
年
度

決
算
報
告
・
会
計
監
査
報
告
・
役
員
改

選
・
元
年
度
事
業
計
画
（
案
）
収
支
予
算

（
案
）
そ
の
他
・
質
疑
応
答
・
来
賓
挨

拶
・
閉
会
の
辞 

② 

懇
親
会
（
午
後
三
時
か
ら
四
時
半
） 

・
落
語
（
立
川
志
獅
丸
師
匠
） 

・
開
会
の
辞
・
幹
事
長
挨
拶
・
来
賓
挨
拶 

・
乾
杯
・
歓
談
・
校
歌
斉
唱
・
万
歳
三
唱 

閉
会
の
辞
・（
懇
親
会
費
三
千
円
） 

●
ご
出
席
の
ご
返
事
は
当
支
部
か
ら
の
案
内

状
に
同
封
の
返
信
は
が
き
に
氏
名
な
ど
記
入

の
上
期
日
ま
で
に
ご
投
函
願
い
ま
す
。
欠
席 

の
場
合
で
も
ご
返
事
を
お
忘
れ
な
く
。 

令
和
元
年
度
の
定
時
総
会
・
懇
親
会
の
開
催
は

土
曜
日
で
す
の
で
お
間
違
い
な
く
。 

●
会
場
の
成
美
教
育
文
化
会
館

は
駅
北
口
よ
り
清
瀬
方
面
へ
線

路
に
沿
っ
て
徒
歩
４
分 

●
令
和
元
年
度
の
役
員
候
補

（
任
期
二
年
） 

永
倉
聡
一
（
昭
２
６
・
工
） 

 

本
町 

小
関
裕
弘
（
昭
３
２
・
政
経
） 

小
山 

夏
目 

忠
（
昭
３
２
・
商
） 

 

滝
山 

倉
田
易
生
（
昭
３
７
・
法
） 

 

学
園
町 

江
波
洋
子
（
昭
３
７
・
短
経
） 

氷
川
台 

義
江
邦
夫
（
昭
３
９
・
商
） 

 

小
山 

 
 
 

 

峯
岸
文
男
（
昭
４
６
・
院
農
） 

中
央
町 

伊
藤
謙
一
（
昭
４
６
・
経
営
） 

本
町 

松
江
康
司
（
昭
４
９
・
法
） 

 

南
沢 

長
谷
川
正
次
（
昭
５
１
・
商
） 

小
山 

島
津
進
一
（
昭
５
５
・
工
） 

 

金
山
町 

橘 

素
子
（
昭
５
７
・
法
） 

 

中
央
町 

並
木
文
子
（
昭
５
７
・
商
） 

 

前
沢 

當
麻
一
哉
（
昭
６
１
・
工
） 

 

幸
町 

大
原
康
雄
（
昭
６
１
・
政
経
） 

浅
間
町 

川
島
英
明
（
昭
６
３
・
政
経
） 

小
山 

＊
以
上
は
前
期
ま
で
の
旧
役
員 

●
新
役
員
候
補 

水
上 

勲
（
昭
３
８
・
法
） 

 

新
川
町 

田
淵
幹
夫
（
昭
５
７
・
商
） 

 

幸
町 

柴
田 

威
（
昭
５
８
・
法
） 

 

南
沢 

（
卒
業
年
順
・
町
名
は
在
住
場
所
） 

●
お
願
い
・
地
域
支
部
の
運
営
に
ご
協
力
を
・
・
・ 

 
明
治
大
学
校
友
会 

東
久
留
米
地
域
支
部
会
報 

第
十
六
号
（
平
成
３
１
年
４
月
） 
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●
校
友
会
の
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は 

同
封
は
が
き
に
運
営
に
協
力
と
表
示
願
い
ま
す
。 

●
年
会
費(
三
千
円)

納
入
の
お
願
い 

東
久
留
米
地
域
支
部
の
本
年
度
の
年
会
費
は
同

封
の
振
込
用
紙
で
お
願
い
し
ま
す
。
会
費
は
会
報
・

連
絡
な
ど
当
会
の
運
営
に
使
わ
れ
ま
す
。 

 ●
第
１
５
回
明
球
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 

穏
や
か
な
立
冬
の
一
日
・・・・
・ 

紅
葉
を
愛
で
な
が
ら
プ
レ
イ
を
楽
し
み
ま
し
た 

東
久
留
米
地
域
支
部
「
明
球
会
」
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
は
平
成
三
十
年
十
一
月
七
日(
水)
児
玉

カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
（
埼
玉
県
・
本
庄
市
）
に

十
三
名
の
校
友
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

立
冬
を
迎
え
底
冷
え
が
気
が
か
り
で
し
た
が

前
日
か
ら
の
雨
も
上
が
り
、
秋
麗
を
感
じ
さ
せ

る
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
と
な
り
ベ
ス
ト
を
脱

ぎ
、
回
り
の
黄
葉
を
楽
し
み
な
が
ら
の
プ
レ
イ

と
な
り
ま
し
た
。
今
回
も
八
十
歳
以
上
の
高
齢

者
が
五
名
も
参
加
さ
れ
一
人
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー
・

テ
イ
か
ら
バ
ー
デ
ー
を
二
つ
も
奪
う
な
ど
大

健
闘
い
た
し
ま
し
た
。
優
勝
は
八
十
三
歳
の
小

関
さ
ん
（
昭
３
２
・
政
経
）
が
ネ
ッ
ト
７
７ 

 

の
ス
コ
ア
で
勝
利
を
飾
り
ま
し
た
。 

前
回
か
ら
採
用
ル
ー
ル
の
八
十
歳
以
上
は

シ
ニ
ア
・
テ
イ
か
ら
の
プ
レ
イ
も
好
評
で
し
た

の
で
、
ゴ
ル
フ
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
校
友
で
関
心

を
持
た
れ
た
方
は
ゴ
ル
フ
幹
事
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
準
優
勝
は
ハ
ン
デ
３
の
ベ
テ
ラ
ン

プ
レ
イ
ヤ
ー
の
倉
田
さ
ん
（
昭
３
７
・
法
）
。 

 
 
 

明
球
会
の
常
連
さ
ん
と
な
っ
た
松
江
令
夫
人

は
１
０
０
を
切
る
手
堅
い
プ
レ
イ
に
終
始
さ

れ
ま
し
た
。 

今
回
も
小
平
地
域
支
部
か
ら
岡
本
さ
ん
（
昭

３
５
・
商
）
清
水
さ
ん
（
昭
３
５
・
商
）
新
座

市
か
ら
加
茂
さ
ん
（
昭
３
５
・
経
）
が
参
加
さ

れ
て
近
隣
地
域
支
部
と
の
交
流
と
親
睦
を
図

り
ま
し
た
。
参
加
の
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

プ
レ
イ
終
了
後
、
ク
ラ
ブ
の
二
階
で
義
江
支

部
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
表
彰
式
を
行
い
ま
し

た
。
賞
品
は
優
勝
者
か
ら
順
に
好
み
の
物
を
選

択
で
き
る
も
の
で
、
全
員
に
い
き
わ
た
り
ま
し

た
。
茶
話
会
は
優
勝
者
の
小
関
さ
ん
の
挨
拶
に

始
ま
り
、
ゴ
ル
フ
プ
レ
イ
の
話
や
近
況
の
話
題

な
ど
楽
し
い
懇
談
の
一
時
を
過
ご
し
、
来
年
６

月
５
日
の
コ
ン
ペ
で
の
再
会
を
約
し
て
解
散

い
た
し
ま
し
た 

会
の
運
営
の
倉
田
さ
ん
。
賞
品
の
手
配
に
尽

力
さ
れ
た
峯
岸
さ
ん
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
写
真
上
・
記
念
撮
影
・
写
真
下
・
義
江
支
部
長

寄
贈
の
賞
品
を
受
け
取
る
小
関
さ
ん
。
向
っ
て
右
） 

 

●
役
員
新
年
会
を
一
月
二
十
六
日
開
催 

１
６
名
が
参
加
し
親
睦
を
・・・・ 

恒
例
の
新
年
会
は
さ
る
１

月
２
６
日
の
役
員
会
終
了
後

に
東
久
留
米
駅
前

の
鳥
料
理
屋
「
に

し
だ
場
」
に
会
場

を
移
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
会
に
は

新
役
員
候
補
の
水

上
さ
ん
、
田
淵
さ

ん
、
柴
田
さ
ん
を

含
め
十
六
名
が
参

加
し
ラ
グ
ビ
ー
な

ど
最
近
の
明
治
の

話
題
、
各
人
の
近

況
報
告
が
和
気
あ
い
あ
い
の
も
と
で
語
ら
れ
て
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。
こ
の
日
は
テ
ニ
ス
の
全
豪
オ
ー

プ
ン
の
決
勝
戦
が
新
年
会
と
同
時
に
始
ま
り
。
宴
席

の
大
型
テ
レ
ビ
で
の
放
映
を
楽
し
み
優
勝
を
遂
げ

た
大
坂
選
手
に
祝
杯
を
あ
げ
ま
し
た
。 

●
俳
句
を
始
め
ま
せ
ん
か 

四
季
を
味
わ
い
、
ボ
ケ
防
止
に
・・・・ 

毎
月
第
三
日
曜
日
に
清
瀬
地
域
支
部
主
催
の
紫

紺
句
会
へ
参
加
し
て
お
り
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

・
細
見
逍
子
主
宰
選 

洪
水
の
地
よ
り
新
米
届
き
け
り 

 
 
 

康
司 

駆
落
ち
を
連
れ
戻
さ
れ
て
天
の
川 

 
 

康
司 

釣
人
の
あ
く
び
一
つ
も
春
隣 

 
 
 
 

忠 

億
年
の
活
断
層
や
ふ
き
の
た

う 
 
 

 

忠 

 

●
役
員
会
へ
お
顔
を
お
出
し
く

だ
さ
い 

一
年
に
一
度
の
総
会
と
云
は

ず
に
原
則
毎
月
第
２
土
曜
日
午

前
九
時
半
よ
り
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
二
階
で
開
く
役
員
会
へ
お
顔
を
お
出
し
く
だ

さ
い
。
母
校
の
最
近
の
話
題
・
校
友
会
・
地
域
の
情

報
な
ど
を
挟
ん
で
校
友
同
志
の
親
睦
が
期
待
で
き

ま
す
。 

 

 

●
明
治
大
学
校
友
会
東
久
留
米
地
域
支
部 

役
員
会
だ
よ
り 

９
月
８
日
第
八
七
回
役
員
会
・
１
２
名
出
席 

義
江
支
部
長
よ
り
当
年
度
の
多
摩
支
部
総
会
の

報
告
。
当
地
域
支
部
よ
り
７
名
が
参
加
。
７
月
の
校

友
会
全
国
代
議
員
総
会
の
報
告
が
あ
っ
た
。
多
摩
支

部
主
催
の
六
大
学
野
球
・
箱
根
駅
伝
予
選
会
・
明
早

ラ
グ
ビ
ー
戦
の
応
援
。
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
等
の
案
内
。

当
地
域
支
部
関
係
で
は
広
報
担
当
よ
り
会
報
の
校

正
用
サ
ン
プ
ル
が
配
布
。
９
月
２
５
日
に
会
員
に
発

送
。
同
時
に
新
会
員
募
集
・
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
・
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
の
案
内
物
も
封
入
発
送
す
る
。 

１
０
月
１
３
日
第
八
八
回
役
員
会
・
１
０
名
出
席 

義
江
支
部
長
よ
り
９
月
開
催
の
全
国
校
友
石
川

大
会
の
報
告
。
台
風
の
影
響
で
一
部
運
営
に
支
障
を

き
た
し
た
模
様
。
当
地
域
支
部
か
ら
二
名
出
席
（
義

江
支
部
長
・
峯
岸
役
員
）
多
摩
支
部
８
地
域
の
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
に
２
名
・
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
Ｏ
Ｂ
会
の

定
期
演
奏
会
に
２
名
参
加
。
当
地
域
支
部
関
係
で
は

会
報
２
１
６
部
の
発
送
の
結
果
、
会
計
担
当
よ
り
本

日
現
在
ま
で
に
５
６
名
か
ら
会
費
の
振
込
の
報
告
。 

次
年
度
の
役
員
の
増
員
を
検
討
。
候
補
者
数
名
を
あ

げ
る
。
各
事
業
担
当
者
か
ら
各
種
催
し
に
つ
い
て
案

内
と
報
告
。
志
獅
丸
真
打
ト
ラ
イ
ア
ル
に
４
名
参
加 

１
１
月
１
０
日
第
八
九
回
役
員
会
１
１
名
参
加 

当
地
域
支
部
新
年
度
の
支
部
総
会
は
５
月
２
５

日
土
曜
日
午
後
よ
り
市
内
の
成
美
教
育
文
化
会
館

で
開
催
を
決
定
。
総
会
初
め
て
の
土
曜
日
開
催
な
の

で
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
を
確
認
。
次
年
度
の
役
員

の
増
員
を
検
討
し
四
名
を
候
補
に
挙
げ
勧
誘
担
当
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を
決
め
る
。
来
年
度
の
役
員
会
日
程
は
従
来
通
り
第

２
土
曜
日
と
す
る
（
８
月
は
休
会
）
第
２
回
ビ
ジ
ネ

ス
交
流
会
・
第
１
５
回
の
明
球
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の

報
告
。
義
江
地
域
支
部
長
よ
り
来
年
度
の
多
摩
支
部

総
会
は
７
月
７
日
（
日
）
立
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル 

で
開
催
。
多
摩
支
部
管
轄
の
Ｈ
Ｐ
の
更
新
。 

●
市
内
在
住
の
校
友
の
落
語
家 

定
時
総
会
で
お
な
じ
み
の
・
・
・
・ 

立
川
志
獅
丸
師
匠
が
真
打
に
昇
進
！ 

平
成
二
十
三
年
度
の
東
久
留
米
地
域
支
部
設
立

総
会
・
懇
親
会
の
席
か
ら
し
ば
し
登
壇
さ
れ
一
席
を

お
伺
い
し
て
お
り
ま
し
た
落
語
家
立
川
志
獅
丸
師

匠
が
（
当
初
の
芸
名
は
立

川
ら
く
太
）
三
回
に
わ
た

る
真
打
ト
ラ
イ
ア
ル
を

経
て
昨
年
暮
れ
の
国
立

劇
場
演
芸
場
の
出
演
後

に
立
川
志
ら
く
師
匠
よ

り
合
格
を
言
い
渡
さ
れ

ま
し
た
。
東
久
留
米
地
域

支
部
の
誇
り
と
し
て
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
来

た
る
５
月
２
５
日
（
土
曜
日
）
に
開
催
さ
れ
る
東
久

留
米
地
域
支
部
総
会
の
懇
親
会
に
も
登
壇
い
た
し

ま
す
の
で
校
友
の
皆
さ
ん
も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

立
川
志
獅
丸
師
匠
は
市
内
柳
窪
在
住
で
平
成
十
一

年
明
治
大
学
農
学
部
を
卒
業
の
異
色
の
落
語
家
で

す
。 

●
立
川
志
獅
丸
師
匠
か
ら
の
ご
挨
拶 

「
昨
年
十
二
月
十
三
日
に
立
川
志
獅
丸
・
真
打
ト

ラ
イ
ア
ル
＊
志
獅
１
６
年
目
の
挑
戦
＊
全
３
回
が

無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
三
回
と
も
会
場
に
は
明

治
大
学
東
久
留
米
地
域
支
部
の
先
輩
方
が
大
勢
足

を
お
運
び
く
だ
さ
り
、
ご
声
援
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
の
声
援
を
背
中
に
受
け
ま
し
て
真
打
に
昇
進
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
の
先
、
真
打
披
露
パ
ー
テ
ィ
ー
や
真
打
披

露
落
語
会
と
続
い
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
」 

●
真
打
ト
ラ
イ
ア
ル
観
戦
記 

 
 

 
 

 
 

幹
事
長 

伊
藤
謙
一 

 
 

第
１
回
６
月
１
３
日
（
水
） 

国
立
劇
場 

演
芸

場 
 

「
居
残
り
左
平
次
」
（
談
志
十
八
番
）
ほ
か
２
席 

「
講
評
」
志
ら
く
師
匠
・ 

相
当
に
堅
く
な
っ
て
い
て
、
冷
や
冷
や
し
ま
し
た
が

段
々
い
い
調
子
に
な
り
ま
し
た
。 

第
２
回
９
月
１
２
日
（
水
） 

国
立
劇
場 

演
芸
場 

「
死
神
」
（
師
匠
志
ら
く
の
十
八
番
）
ほ
か
２
席 

「
講
評
」
志
ら
く
師
匠 

前
回
の
厳
し
い
講
評
で
発
奮
し
た
の
で
し
ょ
う
が
、

な
に
し
ろ
師
匠
の
十
八
番
で
す
か
ら
、
再
び
冷
や
水

を
掛
け
ら
れ
る
始
末
で
し
た
。 

第
３
回
１
２
月
１
３
日
（
木
）
国
立
劇
場 

演
芸
場 

「
柳
田
格
之
進
」
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
編
） 

 

「
講
評
」
志
ら
く
師
匠 

最
後
の
関
門
な
の
で
す
が
、
さ
す
が
に
度
胸
も
す
わ

り
熱
演
で
し
た
。
い
つ
も
の
講
評
は
、
弟
子
を
指
導

す
る
師
匠
の
姿
と
な
り
微
笑
ま
し
く
感
じ
ま
し
た
。 

 
 
 
 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

６
月
の
１
回
目
か
ら
「
満
員
御
礼
」
を
続
け
、
３

回
と
も
ク
リ
ア
し
ま
し
た
。
師
匠
の
講
評
は
、
「
お

客
様
も
厳
し
い
目
で
見
て
く
だ
さ
い
。
簡
単
に
笑
わ

な
い
で
下
さ
い
。
」「
会
場
を
ど
っ
と
笑
わ
せ
る
力
が

あ
る
か
？
」
「
転
が
っ
て
い
る
チ
ャ
ン
ス
を
拾
え
る

か
？
」
な
ど
相
当
厳
し
い
も
の
で
し
た
。
も
し
か
す

る
と
真
打
ち
に
な
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

せ
る
ほ
ど
で
し
た
。
し
か
し
志
獅
丸
の
レ
ベ
ル
は
、

一
回
ご
と
に
上
昇
し
て
い
き
ま
し
た
。
最
後
の
講
評

で
は
、
二
回
ま
で
の
も
の
と
は
違
い
師
匠
が
志
獅
丸

の
ネ
タ
１
０
０
か
ら
い
く
つ
か
そ
の
場
で
話
さ
せ

る
な
ど
し
て
、
最
後
は
来
年
「
二
人
会
」
を
開
い
て

真
打
ち
と
し
よ
う
と
合
格
を
言
い
渡
し
ま
し
た
。 

・
筆
者
の
伊
藤
幹
事
長
は
早
く
志
獅
丸
師
匠
の
才
能
を
認

め
後
援
会
を
組
織
し
て
切
符
の
手
配
な
ど
務
め
て
お
り
ま

す
。 

●
随
筆
「
明
治
大
学
と
私
」 

 

江
波
洋
子 

 

六
十
年
安
保
の
前
年
、

私
は
理
系
の
大
学
受
験
勉

強
に
い
そ
し
ん
で
い
ま
し

た
が
、
十
一
月
に
国
会
乱

入
事
件
が
あ
り
、
私
は
受

験
勉
強
な
ん
か
し
て
い
て

い
い
の
だ
ろ
う
か
？
安
保
っ
て
何
だ
ろ
う
？
と
勉

強
そ
っ
ち
の
け
で
、
安
全
保
障
条
約
の
全
文
や
明
大

商
学
部
卒
の
父
の
本
棚
か
ら
唯
物
史
観
や
六
法
全

書
を
読
み
ふ
け
り
、
し
ば
ら
く
受
験
勉
強
を
止
め
て

お
り
ま
し
た
が
母
の
た
っ
て
の
希
望
で
明
治
の
女

子
部
（
短
期
大
学
部
）
に
入
り
ま
し
た
。
入
学
し
た

も
の
の
毎
日
、
安
保
反
対
の
デ
モ
に
参
加
。
警
官
に

追
い
か
け
ら
れ
て
靴
な
し
で
帰
宅
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
父
は
安
保
に
は
反
対
で
し
た
が
、
私
に
「
男

女
間
の
間
違
い
は
い
い
が
、
政
治
的
な
組
織
に
は
絶

対
入
る
な
」
と
き
つ
く
言
っ
て
お
り
ま
し
た
。
地
方

出
身
の
女
子
は
男
性
に
引
き
ず
ら
れ
組
織
に
入
っ

た
よ
う
で
す
が
、
私
は
自
宅
通
学
で
し
た
の
で
幸
い

に
男
女
関
係
も
な
し
、
組
織
も
な
し
で
し
た
。 

私
は
デ
モ
に
行
く
大
勢
の
男
子
学
生
を
前
に
ア

ジ
演
説
も
し
ま
し
た
が
今
か
ら
考
え
る
と
何
を
し

ゃ
べ
っ
た
の
か
恥
ず
か
し
い
限
り
で
す
。
六
月
に

安
保
が
国
会
を
通
り
、
腑
抜
け
の
状
態
に
な
っ
た

の
を
覚
え
て
お
り
ま
す
。
考
え
て
み
れ
ば
当
時
反

代
々
木
で
頑
張
っ
て
い
た
私
で
し
た
が
、
時
の
政

府
に
い
く
ら
圧
力
を
か
け
て
も
ア
メ
リ
カ
自
身
の

問
題
だ
っ
た
の
か
と
今
は
思
い
ま
す
。 

 

二
年
生
に
な
っ
て
政
治
学
研
究
会
（
右
系
）
の

活
動
で
能
登
半
島
の
政
治
意
識
調
査
に
行
き
、
お

寺
に
泊
り
込
み
住
民
と
話
合
っ
た
楽
し
い
思
い
出

が
あ
り
ま
す
。
で
も
何
と
い
っ
て
も
嬉
し
か
っ
た

の
は
野
球
で
明
治
が
優
勝
し
た
こ
と
で
す
。
久
し

ぶ
り
の
優
勝
で
友
人
が
（
女
性
）
応
援
団
に
入
っ

て
い
た
の
で
、
一
緒
に
神
田
周
辺
で
提
灯
行
列
を

し
た
思
い
出
が
一
番
で
す
。
明
治
が
九
十
周
年
を

迎
え
た
時
の
学
生
委
員
を
無
難
に
こ
な
し
た
り
、

卒
業
ア
ル
バ
ム
の
モ
デ
ル
を
友
人
と
務
め
た
の
も

思
い
出
の
一
コ
マ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
（
昭
３

７
・
短
経
）
氷
川
台
在 

１
２
月
８
日
第
九
〇
回
役
員
会
・
８
名
出
席 

 

多
摩
支
部
関
係
で
は
本
年
度
開
催
の
総
会
に
つ

い
て
の
各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
の
報
告
。
次
期
多
摩
支
部

支
部
長
の
選
考
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
発
表
な
ど
。
当
地

域
支
部
関
係
で
は
新
役
員
候
補
へ
の
折
衝
に
つ
い

て
報
告
。
小
関
役
員
よ
り
ラ
グ
ビ
ー
明
早
戦
の
観
戦

報
告
。
川
島
役
員
よ
り
新
年
会
は
１
月
２
６
日
役
員

会
終
了
後
に
「
に
し
だ
場
」
で
開
催
。
新
役
員
、
新

入
会
希
望
者
の
参
加
を
求
め
る
。
義
江
地
域
支
部
長

が
欠
席
の
た
め
伊
藤
幹
事
長
が
司
会
を
担
当
。 

１
月
２
６
日
第
九
一
回
役
員
会
・
１
６
名
出
席 

義
江
地
域
支
部
長
よ
り
新
年
の
挨
拶
と
今
年
の

抱
負
。
多
摩
支
部
関
係
で
は
今
年
は
支
部
長
の
改
選

期
に
あ
た
り
７
月
７
日
の
総
会
で
決
定
。
当
地
域
支

部
関
係
で
は
新
役
員
に
就
任
予
定
の
水
上
・
田
淵
・

柴
田
の
三
氏
を
迎
え
、
ご
挨
拶
を
い
た
だ
く
。
新
年

度
の
各
事
業
計
画
の
検
討
と
確
認
。
今
年
の
役
員
会

の
日
程
を
決
め
る
。
会
報
の
発
行
を
総
会
・
事
業
案

内
を
兼
ね
て
４
月
中
に
発
行
。
役
員
会
終
了
後
に
東

久
留
米
駅
前
の
鳥
料
理
屋
の
「
に
し
だ
場
」
で
新
年

会
を
開
催
。
１
７
名
が
参
加
し
て
親
睦
を
図
る
。 

２
月
１
６
日
第
九
二
回
役
員
会
・
１
１
名
出
席 

 

多
摩
支
部
関
係
で
は
多
摩
支
部
の
東
久
留
米
地
域

支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
会
報
１
４
・
１
５
号
の
全
ペ

ー
ジ
を
掲
載
し
た
と
の
報
告
。
国
分
寺
他
４
支
部
主

催
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
４
月
２
２
日
昭
和
の
森
Ｃ

Ｃ
で
開
催
に
当
地
域
支
部
か
ら
２
名
出
席
予
定
。 

当
地
域
支
部
関
係
で
は
定
時
総
会
関
連
の
資
料
に

つ
い
て
検
討
。
校
友
の
立
川
志
獅
丸
の
真
打
昇
進
祝
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い
１
万
円
を
決
定
。 

３
月
９
日
第
九
三
回
役
員
会
・
１
２
名
出
席 

 

校
友
会
本
部
よ
り
地
域
支
部
定
時
総
会
の
日
程

内
容
の
届
出
の
要
請
。
当
地
域
支
部
関
係
で
は
５
月

開
催
の
定
時
総
会
用
と
し
て
市
内
在
住
の
校
友
会

員
に
送
付
す
る
案
内
状
・
会
報
な
ど
の
見
本
原
稿
を

出
席
者
に
配
り
内
容
の
検
討
・
校
正
を
依
頼
。
同
時

に
印
刷
部
数
・
印
刷
担
当
者
を
決
め
る
。
４
月
の
役

員
会
後
に
封
入
と
発
送
。
立
川
志
獅
丸
真
打
披
露
の

会
へ
の
出
席
者
の
確
認
。
江
波
会
計
担
当
よ
り
年
会

費
の
振
込
手
数
料
の
値
上
げ
に
伴
う
対
策
案
が
出

さ
れ
調
査
を
依
頼
。 

＊
東
久
留
米
地
域
支
部
主
催
＊ 

「催
し
物
の
ご
案
内
」 

 

●
今
年
の
定
時
総
会
・懇
親
会
は 

５
月
２
５
日
・土
曜
日
に
開
催 

今
年
も
成
美
教
育
文
化
会
館
で
開
催
い
た
し
ま

す
。
市
内
在
住
の
校
友
と
大
学
時
代
の
思
い
出
話
に

華
を
咲
か
せ
ま
せ
ん
か
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
（同
封
・案
内
状
・は
が
き
参
照
） 

 

●
第
１
６
回
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 

６
月
５
日(

水)

児
玉
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
で
開
催 

当
地
域
支
部
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
・
東
久
留
米
明
球

会
は
６
月
５
日
埼
玉
県
の
丘
陵

地
に
あ
る
児
玉
カ
ン
ト
リ
ー
倶

楽
部
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
内
容

は
競
技
ゴ
ル
フ
で
な
く
、
あ
く

ま
で
親
睦
ゴ
ル
フ
で
す
か
ら
初

心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
和
気
あ

い
あ
い
の
楽
し
い
ゴ
ル
フ
が
特

徴
で
す
。
ス
コ
ア
を
気
に
せ
ず

一
緒
に
緑
の
絨
毯
を
闊
歩
し
ま

せ
ん
か
。
お
問
合
せ 
 
 
 
 

（同
封
・チ
ラ
シ
参
照
） 

 

●
明
治
大
学
和
泉
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会 

 

６
月
１
５
日
（土
）和
泉
校
舎
と
八
幡
山
グ
ラ
ン
ド 

明
治
大
学
第
２
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
和
泉
校
舎
は

文
系
６
学
部
１
，
２
年
生
と
一
部
大
学
院
生
が
学
ん

で
い
ま
す
。
緑
あ
ふ
れ
る
さ
わ
や
か
な
環
境
で
四
季

折
々
の
草
花
や
樹
木
に
囲
ま
れ
た
中
庭
は
学
生
が

く
つ
ろ
げ
る
癒
し
の
ス
ペ
ー
ス
を
構
成
。
各
教
室
に

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
機
器
を
備
え
た
メ
デ
ィ
ア
棟
。
滞

在
型
の
図
書
館
な
ど
最
新
の
設
備
を
拝
見
で
き
ま

す
。
併
せ
て
近
く
の
八
幡
山
グ
ラ
ン
ド
の
ス
ポ
ー
ツ

施
設
を
見
学
し
ま
す
。 

 

（
同
封
・
チ
ラ
シ
参
照
） 

 

  

●
働
く
世
代
の
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会 

６
月
２
１
日
（金
）於
・寿
美
吉 

東
久
留
米
店 

若
手
校
友
が
立
ち
上
げ
た
飲
み
会
を
兼
ね
た
第

３
回
の
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
で
す
。
前
回
は
女
子
校
友

も
参
加
し
て
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

日
時
・
６
月
２
１
日
（
金
）
１
９
時
～
２
１
時 

場
所
・
東
久
留
米
駅
西
口
・
寿
美
吉
（
す
み
よ
し
） 

℡
０
４
２
・
４
７
２
・
８
４
０
０ 

会
費
・
３
５
０
０
円
位 

申
し
込
み
６
月
２
０
日
迄
連
絡
を
（同
封
チ
ラ
シ
参
照
） 

  

●
女
子
会
企
画
・秋
の
散
策 

市
内
の
立
野
・落
合
川
流
域
の
遺
跡
を
歩
く 

１
０
月
１
９
日(

土)

ひ
ば
り
が
丘
駅
前
集
合 

第
２
回
秋
の
散
策
会
は
女
子
会
主
催
で
東
久
留

米
市
内
の
立
野
、
落
合
川
流
域
に
分
布
す
る
旧
石

器
時
代
と
縄
文
時
代
の
遺
跡
め
ぐ
り
で
す
。
案

内
・
講
師
と
し
て
自
由
学
園
準
教
授
の
奈
良
忠
寿

氏
が
参
加
さ
れ
ま
す
。
資
料
代
五
百
円(

同
封
・チ
ラ

シ
参
照) 

 

「多
摩
支
部
か
ら
の
お
知
ら
せ
」 

●
多
摩
支
部
主
催
の
定
時
総
会 

７
月
７
日
（日
）立
川
で
開
催 

東
京
都
多
摩
支
部
の
総
会
が
来
る
７
月
７
日
（
日
）

立
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
多
摩
在

住
の
多
く
の
校
友
が
参
加
い
た
し
ま
す
の
で
学
生

時
代
の
思
い
出
話
な
ど
懐
か
し
い
ひ
と
時
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
市
内
在
住
の
校
友
の
皆
様
の

ご
参
加
を
お
待
ち
い
た
し
ま
す
。
事
務
局
よ
り
案
内

状
が
各
自
宅
へ
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
お
確
か
め
く

だ
さ
い
。
当
日
は
総
会
議
案
の
審
議
な
ど
の
ほ
か
に

明
治
大
学
の
近
況
報
告
。
公
開
講
座
。
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
懇
親
会
は
中

華
料
理
の
円
卓
を
囲
み
な
が
ら
校
友
同
士
の
親
睦

が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

「校
友
会
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ
」 

●
校
友
会
寄
付
講
座 

「イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
未
来
を
拓
く
」 

５
月
２
４
日
（金
）駿
河
台
グ
ロ
ー
バ
ル
ホ
ー
ル 

校
友
・
一
般
社
会
人
を
対
象
に
し
た
明
治
大
学
の

公
開
講
座
の
ほ
か
に
一
日
だ
け
の
オ
ー
プ
ン
講
座

も
好
評
で
す
。
今
回
は
多
く
の
国
か
ら
ア
ク
セ
ス
の

あ
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
メ
デ
ィ
ア
の
代
表
の
講
演
。 

５
月
２
４
日
・
１
９
時
開
講
・
受
講
料
は
無
料
。 

事
前
予
約
制
・
リ
バ
テ
ィ
ア
カ
デ
ミ
ー
事
務
局
ま
で 

 ●
第
５
５
回
全
国
校
友
千
葉
大
会 

１
０
月
６
日
（日
）千
葉
市
で
開
催 

年
に
一
度
、
全
国
各
地
の
校
友
が
一
堂
に
会
し
旧

交
を
温
め
る
明
治
大
学
校
友
会
主
催
の
「
全
国
校
友

大
会
」
が
来
る
１
０
月
６
日
（
日
）
千
葉
市
・
幕
張

メ
ッ
セ
を
大
会
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
１
０

月
５
日
の
前
夜
祭
は
東
京
ベ
イ
舞
浜
ホ
テ
ル
ク
ラ

ブ
リ
ゾ
ー
ト
で
イ
ベ
ン
ト
を
交
え
な
が
ら
懇
親
会

が
開
か
れ
ま
す
。
今
回
の
大
会
は
東
久
留
米
か
ら
も

一
時
間
余
り
の
距
離
で
す
の
で
多
く
の
皆
様
の
参

加
を
お
待
ち
い
た
し
ま
す
。 

 

●
第
２
２
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー 

１
０
月
２
７
日
（日
） 

駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
す 

年
に
一
度
校
友
や
そ
の
家
族
・
友
人
を
母
校
に
迎

え
る
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
は
来
る
１
０
月
２
７

日
に
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
全
校

友
対
象
の
ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加
で
き
る
一
大

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
毎
年
多
く
の
校
友
や
家
族
が
参

加
し
、
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
の
各
会
場
で
講
演
会
や

学
生
報
告
会
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
物
産
展
な
ど
母
校
の

発
展
を
目
の
あ
た
り
に
し
充
実
の
一
日
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
当
日
の
開
会
式
な
ど
特
別
招
待

は
次
の
年
卒
の
皆
様
に
事
務
局
か
ら
ご
自
宅
へ
招

待
状
が
送
ら
れ
ま
す
。 

昭
和
３
４
年
卒
・
昭
和
４
４
年
卒
・
昭
和
５
４
年
卒 

平
成
１
年
卒
・
平
成
１
１
年
卒
・
平
成
２
１
年
卒 

 

母
校
・
明
治
大
学
の
最
近
の
話
題 

●
人
気
の
明
治
・
入
学
志
願
者
が 

３
年
連
続
の
１
１
万
人
台
を
記
録 

年
々
高
ま
る
明
治
大
学
の
人
気
と
評
価
は
高
校

生
の
志
願
数
で
も
実
証
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
年
の

受
験
生
総
数
は
１
１
万
１
７
５
５
人
で
３
年
連
続

の
１
１
万
人
台
を
記
録
い
た
し
ま
し
た
。 

●
２
２
年
ぶ
り
の
ラ
グ
ビ
ー
大
学
日
本
一 

１
３
回
目
の
王
座
に
輝
く 

１
月
１
２
日
秩
父
宮
ラ
グ
ビ
ー
場
で
行
わ
れ
た

第
５
５
回
全
国
大
学
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選

手
権
大
会
の
決
勝
戦
で
天
理
大
学
を
２
２
対
１
７

で
下
し
２
２
年
ぶ
り
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
当
日

の
二
万
を
超
え
る
観
客
の
多
く
が
明
治
フ
ア
ン
で

「
明
治
」
コ
ー
ル
の
大
歓
声
が
優
勝
に
華
を
添
え
ま

し
た
。
当
地
域
支
部
か
ら
も
４
名
が
応
援
に
参
加
。 

●
留
学
生
と
日
本
人
学
生
が
共
に
生
活
し
学
ぶ 

明
治
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
・ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
開
設 

 

明
治
大
学
は
文
部
科
学
省
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ

ル
大
学
等
事
業
「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成

支
援
」
の
一
翼
を
担
う
施
設
と
し
て
和
泉
キ
ャ
ン
パ

ス
に
留
学
生
と
日
本
人
学
生
が
共
に
生
活
し
学
ぶ

国
際
混
住
寮
２
１
６
室
（
三
階
建
）
を
竣
工
。
単
な

る
学
生
の
居
住
の
場
だ
け
で
な
く
お
互
い
の
「
学
び

の
場
」
と
位
置
付
け
、
今
春
の
４
月
か
ら
日
本
人
学
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生
１
３
２
人
・
外
国
人
留
学
生
８
４
名
が
入
居
。 

●
公
認
会
計
士
試
験
に 

現
役
学
生
５
２
人
が
合
格 

金
融
庁
が
発
表
し
た
昨
年
度
の
公
認
会
計
士
の

合
格
者
は
１
３
０
５
人
で
そ
の
う
ち
明
大
出
身
の

合
格
者
は
７
０
人
う
ち
現
役
学
生
は
５
２
名
を
数

え
ま
し
た
。
本
学
の
経
理
研
究
所
特
別
会
計
研
究
室

に
所
属
の
４
９
名
に
報
奨
金
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

★ 
 
 

★ 
 
 

★ 

明
治
大
学
校
友
会
東
久
留
米
地
域
支
部
会
報 

第
１
６
号
平
成
３
１
年
４
月
１
５
日
発
行 

発
行
責
任
者
・
義
江
邦
夫
・
編
集
川
島
・
夏
目 

 

       

 

 


